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私立大学図書館協会からの海外派遣研修として、アメリカ、イリノイ大学における

The Mortenson International Library Program（Fall Associate Program）に参加した。

研修期間は２００８年９月２日から１０月３１日までの８週間であった。本稿では、プログラム

の概要、および本学に関係深い Applied Health Sciences library の図書館運営を中心に

紹介する。
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Ⅰ．はじめに

私立大学図書館協会国際協力委員会の海外派遣事業により、The Mortenson Center

of International Library Program、University of Illinois の Fall Associate Program に参

加した。研修期間は２００８年９月２日から１０月３１日までの８週間であった。本研修への私

立大学図書館協会国際協力委員会からの派遣は２００３年から毎年続いており、２００８年度参

加の筆者は６人目である。

本稿では、プログラムの概要について説明し、個人的なインタビュー活動の結果得ら

れた情報である、イリノイ大学図書館の一部、特に本学に関係する図書館運営（主に

Applied Health Sciences library）、OPAC（Online Public Access Catalogue）の導入例、

図書館独自の取り組み（Portal Site）を中心に紹介し、単なる旅行記に留まることなく、

今後の健康科学大学附属図書館の発展に寄与する情報提供を試みたい。

なお、よりプログラムの内容全般に関する詳細な報告は、２００９年度私立大学図書館協

会総会・研究大会にて発表予定の２００８年度海外派遣研修報告書（HP 上でも同時公開予

定）を参照されたい。

Ⅱ．The Mortenson Center of International Library Programの概要

１．The Mortenson Center について

Mortenson Center はイリノイ大学内に設置された図書館員のためのトレーニングセ

ンターである。１９８６年 C. Walter 氏と Gerda B. Mortenson 氏による２００万ドル（約２億

円）の寄付をもとに国際教育・理解および平和を目的として設置された。また、１９９１年

両氏の２度目の２００万ドルの寄付をもとに International Library Program が開始され

た。現在はイリノイ大学や連邦政府の補助金、各国の図書館団体の援助（私立大学図書

館協会、国立大学図書館協会も含まれる）などによって運営されており、今までに８９カ

国７００人以上の図書館員がプログラムに参加している。イリノイ大学のライブラリース

クール（図書館情報学科）は現在、アメリカ・カナダにおいて人気・規模ともに１位の

地位を誇っている。この充実したライブラリースクールのもと設置されている

Mortenson Center of International Library Program は、

その研修内容、規模、いずれをとっても世界的に最高の

図書館員のための研修プログラムである。

２．研修参加者について

２００８年度の研修には、世界１０か国から１８名が参加した

（参加国：Bahrain, Colombia, Ghana, Japan, Kenya, Nigeria,

Palestine, South Korea, Uzbekistan, and Vietnam）。日

本からの参加は鳥谷和世氏（国立大学図書館協会：神戸

大学医学図書館員）と宮部頼子氏（立教大学：教員）お 写真① Mortenson Center ロゴ
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よび著者の３名であった。参加者の

内訳は大学図書館員１２名、公共図書

館員５名、教育職１名であり、図書

館長、大学教授、IT 技術者などさ

まざまであった。参加者の中には、

所属する図書館以外の外部機関か

ら、研修に参加するためのファンド

（予算）を獲得している者もいた。ま

た、Mortenson Center 自身もカー

ネギー財団の寄付を獲得し、プログ

ラム途中、１０名のアフリカからの参

加者（Ghana, Kenya, Tanzania, Nigeria）が加わった。したがって、両グループ合わせ

て、総勢２８名の参加者であった。

３．プログラムの概要

プログラムの内容は、大きく講義、訪問、発表の３つに分かれる。

① 講義

イリノイ大学図書館情報学大学院の教員及び、図書館員により、図書館組織・経営

学、コミュニケーション、IT 技術、図書館サービス、図書館・情報学に関連した最新

の講義が、シリーズとして行われた。また担当者からのイリノイ大学図書館業務に関す

る、説明を受ける機会もあった。

② 訪問

イリノイ大学、公私立の図書館をはじめ、大学・高校・博物館、米国図書館協会本

部、図書館関連団体を訪問した。

③発表

イリノイ州図書館協会年次総会において、研修参加者がそれぞれの国の図書館事情に

ついてプレゼンテーションを行った。筆者も日本からの各大学図書館（神戸大学、健康

科学大学、立教大学）の紹介、日本の学術図書館の統計、そして NII（国立情報学研究

所）の取り組みについてプレゼンテーションを行った。

上記でも述べたが、よりプログラムの内容全般に関する詳細な報告は、２００９年度私立

大学図書館協会総会・研究大会にて発表予定の２００８年度海外派遣研修報告書（HP 上で

も同時公開予定）を参照されたい。

Ⅲ．イリノイ大学図書館Applied Health Sciences Library について

イリノイ大学の中心に位置するMain Library内にあるApplied Health Sciences Library

は、２００，０００冊の図書、１９，０００のマイクロフィルムと定期刊行物３００を所蔵し、イリノイ

大学の保存庫である Oak Street Library Facility には１００，０００冊の蔵書が保管されてい

写真② Champaigh-Public Library にて
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る。リハビリテーション、スポーツ

科学、運動学、身体教育、健康、レ

クレーション、観光、言語聴覚教育

等を網羅している。インタビューの

機会を得ることができた Applied

Health Sciences Librarian の司書、

Mary Beth Allen 氏は、環境学と英

語教育学の背景を持ちイリノイ大学

にて取得した図書館情報学科の修士

号も持っていた。また Associate

Professor（准教授）でもある。ス

タッフはMaryをはじめWendy Gregory氏（Senior Library Specialist）とLillianMorales

氏（Library Specialist）の他に５人の学生アルバイトが図書館運営を行っている。近年

の予算削減の結果、今年は図書館スタッフとして大学院修士課程の学生である GA

（Graduate Assistant）をつけることができないと話していた。

１．予算について

Applied Health Sciences Library の予算は州立大学であるためイリノイ州からの税収

を大枠とし、昨年度の図書予算は１０万ドル（約１，０００万円）であった。その他、必要な

経費は寄付金の収集等によりまかなわれている。

２．蔵書について

蔵書は学生からのリクエストはもちろんのこと、学期ごとの年２回開かれる図書館会

議（この会議への出席者である教員は The College of Applied Health Science（４分野

である運動学、公衆衛生学、スポーツ・観光学、言語聴覚科学からの教員である）での

要望も受け入れている。しかし、図書館全体のほとんどの蔵書は図書館員が選書を行っ

ていた。日本における大学図書館の選書は、学生・教員によるリクエストが優先され、

図書館員による選書はレファレンス分野（辞書・百科事典・統計資料）などに限られて

いる。司書が図書館の蔵書に対し大きな責任を持ち、大学図書館全体の蔵書構成を形

作っているところがアメリカでは一般的であるとのことである。蔵書に対して深い知識

を持ち、図書館サービスの基本は図書館が持っている資料の質であるという考え方は学

ぶところが大きい。

３．図書館員の教育について

欧米において図書館員は、図書館情報学の修士号が必要要件とされている。これは、

日本の司書資格制度とは異なり、欧米における司書の質が高く保たれている理由の一つ

と考えられている。実際の図書館業務においても、図書館に対し大きな権限と責任を持

写真③ Applied Health Sciences Library 入り口にて
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ち、先に述べた蔵書構築や図書館の将来像を図書館員の手で作り上げていく側面が強

い。筆者が医療系図書館に所属し、何よりも難しいと感じることは、医療分野は広範

で、最新の情報を必要としている点である。インタビュー中「どのようにして、医療系

図書館員としての技術・知識を向上させているか？」という問いに対し以下のような具

体的な示唆を頂いた。

・レビュー誌（review journal）に目を通すこと

・専門分野の教員と話す機会を持つこと

・別分野の Subject Librarian（主題図書館員）と話し合う機会を持つこと

・NMLA（National Medical Library Association）の大会、研修会に参加すること

自己の学習、教員との連携、また図書館員との連携が欠かせないことが伺えた。

４．OPAC（Online Public Access Catalogue）について

イリノイ大学は多くの図書館を持っている（Applied Health Science Library もその

１つ）。そのそれぞれの図書館が持つ蔵書を、利用者が一度に検索できるよう OPAC が

作られている。また、利用者が My

Library Account（登録を必要とし、

ログインには ID と Last Name が必

要）を持ち、貸出、予約、更新はも

ちろんデータベースの利用を行うこ

とが出来る仕組みがとられていた。

５．図書館の取り組み

（Health Information Portal）

独自な取り組みとして、Applied

Health Science Library が中心とな

り、健康に関する３２分野の件名、

データベースへのリンク、健康情報

への簡易検索、最新ニュースを掲載

した Portal Site が構築されていた。

また、この Portal Site には単なる健

康情報の集約だけではなく、スペイ

ン語ページや健康分野における求人

情報等、さまざまな情報が一点に集

中するように作られている。

写真④ イリノイ大学図書館OPAC

写真⑤ Portal Site
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Ⅳ．考察および結語

図 書 館 に お け る オ ン ラ イ ン 蔵 書 検 索 シ ス テ ム OPAC（Online Public Access

Catalogue）は訪問した多くの図書館で、最低限、必要なサービスとして利用されてい

た。今後、図書館ホームページ、OPAC、Portal Site 等を導入予定の本学にとって、以

下の３点が有効と考えられる。

① 大学間の横断検索ができること

② 利用者ごとのサービス提供（My Library Account）

③ 情報の集中サイトの構築（Portal Site）

いずれも、利用者の立場にたち、図書館の資源（蔵書、データベース等）をいかに活

用してもらうかを考えた結果である。Portal Site のメインページには「For comments

on this page contact : Mary Beth Allen」と書かれていた。この Portal Site の全

責任は彼女にあるということである。これらサービスは多くの図書館員、関係機関の連

携のもと運営されているが、一人の司書の力と責任によって、これだけのことができる

のかという威力を感じた。研修終了後、一番強く感じたことは、一人の図書館員の考え

方・行動によって組織は変わり、サービスをより良くすることができるという事実で

あった。
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Abstract

I participated in the Mortenson International Library Program (Fall Associate

Program) as an international associate. This program was held at the University of

Illinois, USA, from September 2 to October 31, 2008 (8 weeks). This paper briefly

describes of that program, and introduces the Applied Health Sciences Library which is

especially important for our university, HSU (Health Science University)
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